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南山宗教文化研究所では 2004年から「科学・
こころ・宗教」をテーマとした一大プロ
ジェクトを実施している。この数年間、懇
話会やシンポジウムなどを開催し、多くの
科学者から、その研究の最新情報や、「ここ
ろ」の問題と科学のかかわりについて教え
ていただいた。その一環として、2006年 11
月 11日にチンパンジー研究で有名なジェー
ン・クドール氏に講演していただく機会に
恵まれた。2005年 12月に、このプロジェ
クトの懇話会に招待した京都大学霊長類研
究所長の松沢哲郎氏の紹介により、南山大
学での講演会が実現した。その講演内容を
本誌に掲載することになった。なお、講演
会でグドール先生の紹介と司会は類人猿研
究センターの伊谷原一所長に担当していた
だいた。ここでお礼を申し上げたい。

南山宗教文化研究所長　
ポール・スワンソン

伊谷　講演に先だちまして、簡単にジェ
ーン・グドール博士の紹介をさせていただ
きます。私は、林原類人猿研究センターお
よび JGIジャパンの伊谷原一と申します。
どうぞよろしくお願いいたします。南山大
学宗教文化研究所のスワンソン先生ならび
に南山大学の先生方には、本会を開催する
上でいろいろご支援いただきまして、心よ
り感謝を申し上げます。
私が JGI（Jane Goodall Institute）の理事長

をお受けいたしまして、そろそろ 4年にな
ろうとしています。JGIというのは、世界
カ国にございます。そのうち JGIジャパ
ンは 年に 番目の JGIとして発足しま
した。その間ジェーンさんには毎年来日し
ていただき、講演会やイベントなど、いろ
んな催しに参加していただいております。
ジェーンさんは非常に有名な方ですので、
みなさんよくご存知かと思いますが、
年にタンザニアのタンガニーカ湖畔にあり
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ますゴンベというところで、野生チンパン
ジーの研究を世界で初めて開始されました。
その研究において、これまでわれわれ人類
が考えられなかったこと、たとえばチンパ
ンジーが道具を使うこと、お母さんと子供
に非常に深い絆があること、仲間のことを
思いやる感情を持っていること、たとえば
笑う、泣く、怒る、喜ぶなど、われわれと
同じような感情を持っているということな
どをつぎつぎ発見されました。そしてずっ
と研究を続けておられたのですが、ある会
合で、チンパンジーをはじめ野生の動物が、
あるいは環境がおかれている厳しい状況を
お知りになりました。このままではいけな
いということで、いったん研究は棚上げに
して、環境教育であるとか、人道教育であ
るとか、あるいは保護活動であるというよ
うな活動をやらなければならないというこ
とで、自ら進んで 年に 日以上世界中
を飛び回っておられます。
今日は「希望の架け橋をつなぐ旅」とい

うことでお話していただきますが、おそら
くゴンベでのチンパンジーの研究、あるい
はそこで見られたエピソードさらには、今
ジェーン先生が非常に力をいれて JGIのな
かでやっております、ルーツ＆シューツ
（Roots and Shoots）――根っこと新芽という
意味ですが――という、若い人々がひとり
ひとり自分にできることから始めて世界を
変えていこうという活動についてお話され
ると思います。どうぞ最後までごゆっくり
お聞きください。どうもありがとうござい
ました。
グドール　みなさんこんにちは。ようこ
そいらっしゃいました。参加してくださっ
てありがとうございます。残念ながら私は
日本語が話せませんし、皆さんのなかにも
英語を話さない方がいらっしゃると思いま

すが、私はまずチンパンジーの言葉で挨拶
させていただこうと思います。このなかで
お一人お二人はご理解できる言葉です。オ
ーフ、オーフ、オーフ……。
会場　オーフ、オーフ、オーフ……（笑）。
グドール　これは遠くのほうに向かって
行う挨拶です。
私は時どき自分が本当に幸運に恵まれた

と思うことがあります。若いときにお金を
ためてアフリカに旅することができ、そこ
で有名な人類学者であったルイス・リーキ
ー博士にお会いして研究の機会を与えても
らい、しかも他のどの動物でもなく、チン
パンジーの研究をすることができたという
のは、たいへん幸運であったと思います。
なぜなら、チンパンジーというのは他のど
の動物に比べても、一番人間に近い動物な
のです。そして 年代に私が研究を始め
て以降も、さらにたくさんの情報が集めら
れて、チンパンジーはヒトととても近いと
いうことが明らかになってきています。チ
ンパンジーというのはとてもはっきりとし
たユニークな性格を持っています。脳も発
達しておりますので、かつてはヒトだけが
行うと思われていた知的活動もある程度行
うことができます。そしてお聞きになった
ことがあると思いますけれども、彼らには
感情があり、ユーモアの感覚もあり、自分
自身という感覚を持っております。
私は高校は出ておりますが、チンパンジ

ーの研究をするという機会に恵まれたとき
に、私にはなんの学位もありませんでした。
しかし、イギリスからアフリカにやってき
た若かった私にルイス・リーキー博士は研
究を任せたのです。ただ、チンパンジーの
研究についてまったく訓練を受けていない
若い娘がアフリカの危険性があると思われ
るような場所で研究をするというのは、も
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ともと少しクレイジーな考え方ですし、資
金も充分にありませんでした。最初は ヶ
月分のリサーチをするお金しかなかったの
です。
私はほんとうに小さいときからアフリカ

に行きたいという夢を持っていました。そ
して動物たちと一緒に過したいという夢を
もっていたので、実際にタンザニアのタン
ガニーカ湖のそばにあるゴンベ自然公園に
行って、その野生のなかに入ってみたとき
に、本当に夢のなかにいるようでした。し
かし何週間、何ヶ月かたってくると、段々
心配になってきました。というのは、チン
パンジーは私を一目見るなり逃げ出してし
まうので、本当にわくわくするような光景
には遭遇することができなかったからです。
ところが驚くべき発見がありました。チ

ンパンジーが草の茎を地下のアリの巣に突
き刺して、そのなかにいたシロアリを食べ
ていたのです。リーキー博士が雑誌『ナシ
ョナル・ジオグラフィック』に発表し、私

は同社から助成金をいただいて研究を続け
ることができたのです。そして私が研究を
始めた後、アフリカの各地で多くの野生の
チンパンジーの研究が始まりました。その
なかのいくつかは、日本人による研究です。
そして今分かっているのは、研究が行われ
ているどこの地域においても、チンパンジ
ーはそれぞれ異なるやり方で道具を使って
いるということです。そしてその道具の利
用ということが、観察、模倣、実践という
ことによって学習され、世代間で伝わって
いるのです。これはまさしくヒトの文化の
定義でもあるわけです。ですから、われわ
れがかつては人類しかしていないと思って
いたことが、研究によって一つずつ、実は
チンパンジーもやっているということが分
かってきました。そしてまた、京都大学の
霊長類研究所の松沢先生の有名なアイちゃ
んとその子供のアユム君の研究によって、
チンパンジーはいろいろなことができ、そ
してなかにはヒト以上にうまくできること
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があるということが分かってきています。
私が最初から特にすごいなと思ったのは、

乳幼児の成長の段階です。母親と子供との
関係を見ていてそう思いました。とくに家
族間の関係性です。母親とその子供、同じ
母親を持つ兄弟姉妹との関係を見ていると、
たいへん驚かされるものがあります。そし
てチンパンジーの社会においても、人の社
会と同じように、よい母親と悪い母親がお
りまして、どういう母親にめぐまれるかに
よって、その後のチンパンジーの生活は大
きく変わってきます。母親が子供を保護す
るけれども、過剰に保護しすぎず、愛情深
くて、遊ぶことが出来て、そして子供をサ
ポートしてくれるような場合には、子供が
とてもよく育ちます。そのようにして育っ
た子供たちは、大人になっていって、その
コミュニティのほかの成長したチンパンジ
ーたちととてもリラックスした関係を持つ
ことができ、次世代につないでいくという
ことにおいても大きな役割を果たしていく
ことができます。そしてその子がオスであ
れば、支配的な立場に立つようになります。
一方母親たちのなかには、もっと厳しくて、
すぐに罰を与えがちで、子供をあまり支援
しない、そういう親もいます。そのように
して育った子供たちは、大人になったとき
に、他の大人のチンパンジーとのくつろい
だ関係を持つことが難しくなります。
しかしさらに重要なのは、今申し上げた

ようなことに加えて、やはり母親は子供を
訓練し、しつけていくことができるという
ことです。児童心理学者たちの最近の研究
によると、ヒトは生まれてから ～ 才ま
での乳幼児期の経験というものが、その子
のそれからの人生において、人格を形成し
ていく上でも、とても大きな意味を持って
いるということが分かっています。

それでは父親はどうなのかということで
すが、DNAの鑑定によって誰が父親なのか
ということがはっきり分かるようになった
のはごく最近のことでありまして、今に至
るまで父親の存在の意義については、はっ
きりとは分かっていないのです。ただ一般
的に言って、オスというのはおおむねその
コミュニティをパトロールし、見張ってい
る役目を持っています。そして子供たち、
メスたちのために資源を確保する役割を果
します。また必要とあれば、孤児となって
しまった子供たちを育んでいくといったこ
ともしています。実際にわれわれのところ
に、歳になる孤児がいました。お母さん
が亡くなってしまって、お姉さんもお兄さ
んもおらず、面倒を見てくれる者がいなか
ったので、このまま死んでしまうのではな
いかと思っていました。ところが私たちが
大変驚いたことに、この 歳のチンパンジ
ーは、親縁関係のない 歳の思春期のオス
の養子のようになり、生き延びることがで
きました。このような物語が、私がお話し
ようとしている家族間の長期的な愛情のあ
るサポート関係というものを物語っていま
す。
ちょっと想像していただきたいのですが、

歳のとても若く力強いサターンというチ
ンパンジーが森の中を歩いていたと思って
ください。彼は突然かなり大人数のチンパ
ンジーたちが、道のそばでなにか見つけて
大さわぎをしているのを聞きつけます。ン
ッ、アッ、アッ、ンッ、オッ、オッ、オッ
…多くのチンパンジーがこのような音を出
しています。そこでサターンはとても興奮
して、その群れのところに勢いをつけてい
って、彼らのエサとなっていた木の実をめ
がけて木を上ります。そして彼はその赤い
実がなっている枝のところへ上って行きま
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す。そこではより若いオスがエサを食べて
いたのですが、サターンのほうが彼より優
位ですので、彼を脅かして追い払い、エサ
を食べ始めます。脅された若いオスは逃げ
て叫びます。ただサターンが気付いていな
かったことがあります。その木のはるかに
上の方に、先ほど追いはらわれた若いオス
のお兄さんがいたのです。お兄さんは弟が
脅かされているのを聞きつけて、枝を伝っ
て急いで下りてきて、二人でサターンに対
抗します。今度はサターンの方が叫びます。
そうすると驚いたことに、今度は大変年老
いたメス、歯も抜けて歯茎だけになり、毛
もかなり粗くなっているようなおばあさん
の、少なくとも 歳くらいのメスが、高い
ところで食べていたのですが、サターンた
ちが争っているところまで下りてきます。
そして彼女は年老いた拳骨で、その兄弟た
ちをガンガンなぐっていきます。その若い
兄弟たちも突然襲撃にあって吃驚したのか、
そこから立ち退きます。それがサターンの
年老いた母親であるスプラウトだったんで
すね。
この関係、この母子の愛のある関係には

非常に感動し、共感するものがあります。
というのも私の母親も、つねに私を支援し
てサポートしてくれていたからです。私が
アフリカに行って動物たちと暮らし、その
ことについて本を書きたいという夢を語っ
たとき、笑わなかった唯一の人が私の母で
した。覚えておいていただきたいのは、私
がこういったことを夢見るようになった 

年から 年くらい前というのは、女の子
がそんなことをするのは絶対にありえない
と思われていました。でも母はよく言いま
した。「ジェーン、あなたが本当になにか望
んでいてがんばれば、そこにあるチャンス
を活かし、そして決してあきらめなければ、

道はきっとみつかるのよ」。
ただ、大変残念なことに、チンパンジー

も人と同じように暗い面を持っています。
きわめて横暴な暴力を振るうことも可能な
のです。また、二つの異なった社会的な集
団のオス同士の原始的な戦争のようなもの
も起きることがあります。可能性としては、
私たちはヒトとチンパンジーの共通の祖先
から 万年ほど前に攻撃的な部分を引き
継いでいるということがあります。そして
確かに、世界中のどこを見ても、ヒトがさ
まざまな状況や条件において、大変攻撃的
になっていくという実例をみることができ
ます。
しかしながらまた、このように見ること

もできます。そのような攻撃的なものを持
っているのも事実であるならば、慈悲であ
るとか、他者に対する思いやり、そのよう
な心も引き継いでいることも事実であると
いうことです。私たちひとりひとりのなか
に、二つのまったく対立するような要素が
あるわけです。私たちひとりひとりがどち
らの道に行くのか、選択しなければなりま
せん。そしてまた、人と大変似通った種類
のチンパンジーを研究することによって、
私は具体的に「この点がとても違っている
な」ということを指摘できる機会に恵まれ
ています。
もちろんヒトとチンパンジーの違いには

いろいろな点があるわけですが、もし一つ
選べといわれたら、私は特に、ヒトがもの
すごい言語能力を獲得しているということ
が大きく違うと思います。野生のチンパン
ジーも、ジェスチャーであるとか、音であ
るとか、大変豊かなコミュニケーションの
手段を持っています。捕獲されたチンパン
ジーは、言語を学習することもできます。
たとえば、アメリカの耳の不自由なヒトの
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手話を学習しているチンパンジーもいます。
ただ、話し言葉を人が持っていることによ
って可能になることがあります。それはは
るか先の未来の計画を立てることができる
ということです。また、子供たちにそこに
は存在していないものやことを教えること
ができます。そしてまた、ヒトは何人かが
いっしょに集って話し合い、アイディアを
交換することができます。それによってア
イディアが変わっていったり、様々な人が
その人の持っている知識によって貢献した
りすることができます。
ゴンベ自然公園には大変素晴らしい滝が

たくさんあるのですが、ある滝は フィー
トの高さから直下しています。その滝の流
れている水によって、常にそこには涼しい
風が吹いていて、そばにあるシダ類がゆれ
ています。オスの群れが時どきその滝のと
ころへいくと、興奮して毛が逆立つのです。

時にはとてもリズミカルにまるでダンスし
ているように体を揺らして動くことがあり
ます。通常チンパンジーは水を避けるんで
すけれども、水しぶきを楽しんでいるかの
ようなのです。また、その谷の底には岩が
あるのですが、チンパンジーたちは滝つぼ
に次々と石を投げます。それによって静か
な谷間にバシャ、バシャと水音が響きます。
時には彼等は立ち上がり、蔦につかまって、
水しぶきの中を揺れたりします。なかには
じっと岩の上にすわっているチンパンジー
がいて、水の流れを指さしながら見ている
という、そんな光景を目にする幸運に恵ま
れることもあります。このような振る舞い
を見ていくと、これはヒトの場合であった
ら、畏敬の念であるとか、不思議さと呼ぶ
ような、そういう感情の表れではないかと
思います。そしてもしチンパンジーが言葉
を持っていて語ることができたならば、そ

写真 : 松沢哲郎
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して彼らにとってその体験がどういう意味
をもっていたのかを語ることができたなら、
それはある種の原初的なアニミズムの感覚
のようなものにつながっているかもしれま
せん。たとえば水とか太陽とか月とかいろ
いろなエレメントをヒトが崇拝するような
感覚を持っているのかもしれません。
われわれは長年このチンパンジーという

素晴らしい生きものを、野生のあるいは捕
獲された状態で研究してきました。彼等は
われわれと動物の王国とをつなぐ架け橋の
ような存在です。もちろんわれわれ人間も
動物です。生物学的に言うと、われわれは
第 レベルの、大型の猿人なわけです。そ
してチンパンジーがなによりも私たちに教
えてくれたのは、性格や心、感情などをも
っているのは、ヒトだけに限らないという
ことです。
ですから、チンパンジーとかゴリラとか、

アジアのオランウータンとか、その他のさ
まざまなサルたちが、地球上から徐々に減
ってきているということはとても悲しいこ
とです。たとえば 年前には 万頭と
か 万頭もいたと思われるチンパンジー
が、今では多く見積もっても 万頭あるい
はそれ以下だと思われます。チンパンジー
はその生態系、ハビタット（生息地）を失
いつつあります。また、捕獲されるチンパ
ンジーの数が増えていて、ある程度はペッ
トとして販売され、あるいはブッシュミー
トとして、食肉用に捕獲されていくチンパ
ンジーもいます。現在では、ハンターたち
は森のもっとも深いところまで道路で入っ
ていくことができます。その道路はアフリ
カ以外の外資系の伐木会社が作ったもので
す。そしてその道路によって、残された森
の奥に入っていったハンターたちはありと
あらゆるものを撃って捕獲します。ゾウ、

ゴリラ、チンパンジーなど、捕まえられる
ものはすべて捕まえようとするのです。
これは生存のためにしていた狩りとはま

ったく違った種類のものです。生存のため
にしていた狩りでは、家族が食べていくた
めに必要な分だけをとっていたわけですが、
今私がお話したのは商業用の狩り、コマー
シャル・ハンティングです。お金のために
行われているのです。そしてこのコマーシ
ャル・ハンティングというのは、都会に住
んでいる富裕層によって行われていて、海
外まで送られているということもおこって
いるわけです。これはまったく持続可能な
形ではありません。これによって森の中の
多くの生きものたちが絶滅していっていま
す。あるいはまた、飢餓に苦しんでいる人
たちがさらに食料を増やすために、作物を
植えていくことによって土壌がどんどん浸
食され、砂漠化が進みます。旱魃も以前よ
りひどくなっていますし、洪水も以前より
ひどくなっています。同時に人類はどんど
ん数を増やし続けていて、それによって多
くの人々が苦しい生活を送るという結果に
なっています。人々は飢餓に苦しみ、また
病気に苦しみ、極貧に苦しんでいる状態で
す。それはアフリカ全土もそうですし、そ
の他の開発途上国においてもそうした状態
にあります。それに加えてアフリカ全体で
内戦が続いていますし、それに伴う難民の
数も増えています。
それ以外にも、この地球でなにがおきて

いるでしょうか。私たちはたった一つしか
地球をもっていないわけですが、その地球
に毒を与えているわけです。空気を汚染し、
水質を汚染し、土壌を汚染しています。た
とえば工業産業の廃棄物が環境のなかに排
出されていきます。家庭から出るゴミのな
かにも有害物質は多く含まれます。特に一
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番ひどいのは農薬であると私は思います。
農薬というのは、実際は毒であり、殺虫剤
も入っています。それは第二次世界大戦の
あとに、化学兵器として開発された物質な
のです。世界のなかには、その地域で生ま
れてくる子供たちが汚染された大気や水や
食べ物によって病気になっている、そうい
う地域があります。そうした有害物質は、
どこから発生したものにせよ、たとえば土
壌にあったものが雨水などによって運ばれ
て、最終的には海とか湖に流れ込んでいき
ます。そして多くの重金属は魚の体内にた
まっていきます。ですから海や湖で取れる
魚を食べるのは体にとって危険であるとい
う地域もあります。それに加えて、世界各
地で水の量がどんどん減ってきています。
地下水の量も減っていますし、水源地の量
がどんどん少なくなっています。この地球
上で現在、きれいな飲み水にアクセスする
ことのできない人々が、何千何万といます。
現在、石油をめぐる戦争が行なわれていま
す。人間は石油がなくても生きていけます
が、やがて水をめぐる戦争になったらどう
でしょうか。ヒトは水なしに生きていくこ
とはできませんが、水はどんどん少なくな
っているのです。
また、世界中の環境汚染による温暖化が

進んでいます。石油系燃料を使うことによ
って増えていく環境汚染、それによって温
暖化が進んでいきます。北極と南極の氷は
どんどん溶けて行き、それによって水位が
あがってきています。そしてまた氷河も溶
けてきています。たとえば富士山に残って
いる雪の量は少なくなっているのではない
でしょうか。そして残念なことですけれど
も、現在の政治的状況では、再び核が話題
になってきています。広島と長崎の経験を
持つ日本にとっては特に脅威を感じる話題

であると思います。
私は世界各地を旅していて、最初はアフ

リカの森の中のチンパンジーを守るための
活動をしていたわけですが、やがてこのア
フリカの問題が、世界の他の地域の問題と
つながっているということがだんだん分か
ってきました。そして私が出会う若い人た
ちのなかには希望を失っている人がだんだ
ん増えてきています。彼らは落ち込んでい
たり、すごくにがにがしい気持になってい
たり、やる気をなくしていたり、ときには
怒りを覚えていたり、暴力的になっていた
りする若者たちです。彼等は本当に思慮深
い若者たちです。高校生や大学生、あるい
は大学を卒業したばかりの人です。そうい
った若者たちと話してみると、彼らの言う
ことはすごく共通しています。それは、「あ
なたたちの世代が私たちの未来を傷つけて
しまった。そして私たちの世代にできるこ
とはなにもないと感じている」ということ
です。
このことによって先ほどご紹介いただい

たルーツ＆シューツというプログラムがス
タートしたのです。ルーツ＆シューツとい
うのは、とても象徴的な意味を持っていま
す。ルーツ（根っこ）というのは土台を作
ります。そしてシューツ（芽）は大変小さ
なものですが、大きな力を持っていて、う
まく成長して行けばレンガをも打ち砕きま
す。このレンガの壁というのが、私たち人
間が今までに作ってしまったさまざまな問
題のシンボルであると考えてみてください。
環境的な問題も、富の不均衡といった社会
的な問題もそうです。ルーツ＆シューツと
いうのは、希望なのです。多くの若者たちが、
こうした多くの問題に取り組み、実際にそ
の壁を打ち破っていくことができるのです。
そしてもっとも重要なメッセージ、それ
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は私たちひとりひとりが日々違いを作って
いくということです。私たちはみな選択肢
を持っています。どのような違いを作って
いくのかという選択肢です。ルーツ＆シュ
ーツは、常に三つのプログラムに取り組ん
でいます。人、動物、そして環境に違いを
作っていくというプログラムです。ここで
私が先ほどお話した、言語が持つ価値を見
て取ることができます。子供たちはディス
カッションすることができます。いろいろ
ある問題の中でも、特にどの問題をとりあ
げていこうか、考えることができるのです。
若い人たちがどんなプロジェクトを選んで
いくのか、それはその人の年齢にもよりま
す。今私たちのところに集っているのは、
下は幼稚園児から上は大学生までいます。
また、その若者が住んでいるのが都市部な
のか、田舎なのかということによっても違
います。彼らが富んでいるのか、貧しいのか、
どの国に住んでいるのか、どんな宗教を信
じているのかによっても違います。
現在、このプログラムは カ国以上で

行われています。全部集めると、の活
発に活動しているグループがあります。そ
のなかには、一つの学校全体を一つのグル
ープと考える場合も含まれます。プロジェ
クトのなかにはゴミを集めてリサイクルを
するといった、大変シンプルなものもあり
ます。なかにはより複雑なプロジェクトも
あります。たとえば川の流れをきれいにす
るために、上流で川を汚染している人たち
に手紙を書くというようなものです。また
絶滅に瀕している種について学習し、その
種を保護するためにお金を集めていくとか、
迷子の猫や犬をケアするようなプログラム
や、動物園の動物、研究用動物のためのプ
ログラムもあります。あるいは、家族から
見捨てられた状態になっている老人の問題

をあつかっているグループもあります。ま
た HIVの被害者になっている人たちとか、
ストリート・チルドレンとか、ホームレス
の人たちのためのプログラムもあるかもし
れません。私は現在では年間 日以上旅
をする生活になっているわけですが、そん
な私が元気付けられるのは、どこに行って
も若者たちの輝く目に出会うことができる
からです。そして、「ジェーン博士、世界を
よりよい場所にするためにこういうことを
しているのですよ」と話してくれる人たち
に出会うことができるからです。また、世
界各地のルーツ＆シューツのグループ同士
の関わりも深まってきています。異なる場
所で同じようなテーマを扱っているグルー
プ同士がつながっていくということが増え
ています。
私たちは若者たちの評議会、ユース・カ

ウンシルというものも開いています。高校
生や大学生レベルでのユース・カウンシル
が行なわれていて、そこに参加する若者た
ちは、言葉によって自分たちの思いを正確
に伝えることができ、情熱的で、リーダー
シップを発揮できる若者たちです。そうい
った若者たちが一つのところに集り、ブレ
イン・ストーミングを行っているのを見て
いると、本当に希望があるな、という感覚
をもてるのです。議論がとても活発に行わ
れているからです。ここで技術が大いにわ
れわれの役にたちます。たとえばビデオ会
議を行ったり、インターネットを使ったり
することができます。
私が世界各地を旅して最もよく聞かれる

質問は、「本当にあなたは希望を持ってい
るのですか」というものです。「実際にチ
ンパンジーが減っていて、貧困や犯罪の増
加とかテロリズムとか、そういったものを
目の当たりにして、それでも希望を持って
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いるのですか」という質問です。人は私に
挑戦してきます。「私の目を見て、正直に、
希望を持っているといえますか」と。答え
は「イエス」です。でも「しかし」が付き
ます。それは、希望は政府にかかっている
のでもなく、企業にかかっているのでもな
く、私たち自身にかかっているということ
です。環境に対して害になるようなことを
している産業や企業のことを学ぶと、私た
ちはそれに腹を立てますが、それと同時に、
自分たちにはなにをすることができるのか
考えることができます。とてもシンプルで
す。私たちは彼らの製品を買うことをボイ
コットすることができます。そうなったら、
彼らは製品を作る方法を変えなければなら
なくなるし、さもなければ彼らはつぶれて
しまいます。
また人々にはさらに教育が必要です。ど

の企業がよい企業であって、どの企業があ
まりよくないのかということが分かるため
の教育です。残念ながら多くの国において

は、人々が自由に自らの政治的代表者を選
択することができない状況があります。つ
まりデモクラシーが存在していない国があ
ります。しかしながら、民主主義に恵まれ
ている私たちには選択肢がありますし、責
任もあります。実際に私たちが持っている
投票権を生かしていくこと、実際に活用し
ていくという責任と選択があります。多く
の人たちが言っていますけれども、なぜ前
回のアメリカ大統領選挙でブッシュ政権が
勝利したのか、それは若者たちが投票しな
かったことが原因ではないかと言われてい
ます。いろんなことに反対している若者た
ちが実際には投票しなかったことが原因で
はないかと言われています。人々が、自分
の持っている権利を活用しない、その理由
の一つは、世界中の様々な問題を見たとき
に、自分にできることはほとんど何もない
と思って、そして実際になにもしなくなっ
てしまうからです。
この点は子供たちのほうがよほど分かっ
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ています。子供たちは理解しています。自
分たちの行うことが違いを作っていくこと
ができるということを。私たちはそのよう
に教育していくことはできますし、日々小
さな選択をしていくことはできます。そし
てその小さな選択によって、日々の生活の
なかで違いが起きてきます。そしてより倫
理的な生活、倫理的な社会というものがで
きてきて、やがては小さな変化が集って、
必要なだけの大きな変化を起こすことが可
能になります。
私にはなぜ希望を持つことができるのか

ということに対する理由があります。青臭
いかもしれませんけれども、それは信じる
事のできる四つの理由です。まず一番目は、
すでにお話しましたけれども、若者たちの
エネルギーとコミットメント、情熱そして
勇気です。彼らはなにが問題なのかという
ことが分かれば、そこで行動を起こすエネ
ルギーを持っています。
二つ目は、私たちの頭の中に入っている

灰色の物質、つまり、人類の脳です。人類
の脳というものは、人類を月まで飛ばすこ
ともできましたし、インターネットを作る
こともできたのです。私たちヒトというの
は、問題を解決していく生きものです。だ
からこそ私たちはこの地球上の一番大きな
支配権を獲得することができたわけです。
そして、この自然界とより大きな調和を持
って生きるための技術というのは、すでに
開発されています。私たち人間というのは、
せっぱつまったときに、最善の結果を残せ
るような生き物なのです。実際に私たちは
せっぱ詰まった状況にあります。私たちは
インターネットなどによるドキュメンタリ
ーを使って、人びとの理解を深めることが
できます。私たちが自然破壊や天然資源に
対する致命的な枯渇を進めてしまうのにど

れだけ近づいているのか、それを示すこと
ができます。
三つ目の要素というのは、自然の持って

いる弾力性、粘り強さです。完全に破壊さ
れたと思われていた自然が甦ってきたとい
う例があります。汚染されてしまって、完
全に破壊されてしまったと思われていたと
ころが、回復してきたという例はたくさん
あります。湿地帯やプレーリーも修復され
てきています。森林というのはいったん破
壊されてしまったら、もとのままの状態に
なることはないかもしれませんが、木々や
動物たちは戻ってきます。汚染されてしま
った農地も回復していくことができます。
そこで有機栽培を行っていくことができま
す。私たちにできることは、有機栽培され
た食品を買っていくということです。私は
長崎に行ったときに、爆発後の爆心地の風
景の写真を見せてもらいました。まるで月
面のような荒涼とした風景でした。そこに
緑が戻ってくるには 年以上かかるだろう
と言われていたのですが、それは間違いで
した。それよりもずっと早く、緑は戻って
きたのです。もちろんまだ放射能を含んで
いるのですけれども、彼らは育ってきまし
た。そして本当に小さな苗が、原爆にあっ
ても死ななかったのです。それはずっと長
い間小さなままだったのですが、今は大き
く伸びて、大きな木になりました。そして
春になると新しい葉っぱが出てくるのです。
私はその葉っぱをいただいて、希望の徴と
して持ち歩いています。また、絶滅の危機
に瀕している動物の種も、甦ることが可能
です。たとえば捕獲して人工的に受精して
いくとか、保護区を設けてその中で生育し
ていくことによってもう一度回復すること
も可能です。
そして四つ目の希望の理由とは、人間の
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持っている、到底解決不可能にみえるよう
な状況においても諦めずにやりつづけて、
解決してしまうような精神力です。そのよ
うな人々を私たちは知っています。それは
歴史上の偉大な政治家であったり、あるい
は名もない普通の人々であったりしますが、
ほとんど解決不可能であると思われるよう
な障害を乗り越えて信じられないように素
晴らしい人生を生きている人が世界中にた
くさんいます。たとえばそのような人の一
人で、ゲイリー ･ホーンというアメリカ人
がいます。彼は私にマスコットをくださっ
た人です。ゲイリー・ホーン氏は 歳のと
きに光を失って盲目になったのですが、彼
はマジシャンになりたいという希望を持っ
ていたのです。周りの人たちは、「目が不自
由だったら上手なマジシャンにはなれない
よ」と言ったのですが、彼はそれでも「や
ってみる」と言いました。そして彼は子供
たちのためにマジックショーをやりました
が、子供たちは、彼は目が不自由だという
ことが分かりませんでした。やった後で彼
は子供たちにそのことを伝えて、こう言い
ました。「人生には思いがけない出来事があ
るけれども、そこで諦めてはいけない。必
ず解決の道は見つかるから」。彼はスキュー
バ・ダイビングとか、スカイ・ダイビング
とか、そういうクレイジーなこともします。
その彼が私の 年前の誕生日にぬいぐる

みのチンパンジーをプレゼントしてくれま
した。私はそのチンパンジーを見て、彼に
その尻尾を握らせて言いました。「ゲイリー、
あなたは目が不自由だからチンパンジーの
毛色がおかしいのはいいけれども、この尻
尾はなんなの」。ミスター・Hと呼んでいる
このぬいぐるみが、世界中の子供に教えて
いることがあります。それはチンパンジー
には本当は尻尾がないということです（笑）。

でもゲイリーは言いました、「そんなことは
どうでもいいじゃないか。とにかくこれを
いつも持っていてください。僕の心はいつ
もあなたとともにありますから」と。この
年の間に私はミスター・Hと カ国を旅
し、日本には 回来ました。彼に触れてイ
ンスピレーションを得た人は多分 万人
以上いると思います。彼が私のパートナー
です。世界各地を旅して、「希望はない」と
思っている人たちにも「希望はある」とい
うメッセージを伝えていくときのパートナ
ーなのです。
しかし、世界はとても広いのです。私が

各地に行って話す方々の数というのは、全
体から見ればほんのわずかに過ぎません。
その上彼も私もだいぶ年を取ってきました。
そこで去年ミスター・Hのジュニアができ
ました。彼もかつてはこんな形、こんな色
だったのです。彼の首にはメッセージが着
いています。ゲイリー・ホーンからのメッ
セージで、「このミスター ･H・ジュニアを
手元において、ジェーン博士とミスター ･H

が希望を世界に伝えることができるように
手伝ってください」というものです。この
ミスター・Hの売上金は、JGI、それに世界
中の人間、動物、環境を助けるための基金
として使われます。ここには学生の方たち
も多く参加なさっていますけれども、もし
興味があるようでしたら、ルーツ＆シュー
ツの日本のプログラムに参加する希望があ
ると、名前を書いていってください。会場
にはまだすごく若い方がいますけれども、
あなたも参加することができます。日本で
より多くの若い方がルーツ＆シューツに参
加してくださることを希望しています。生
徒たちも、先生たちも、親たちも、とても
簡単です。集ってお話をするだけです。世
界がよりよい場所になるために、自分たち
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にできることはなんだろうという話です。
英語を話す方にとっては、大変素晴らしい
サイトがあります。http://www.rootsandshoots.

org/というサイトです。希望はあります。で
も希望は私たちの手の中にあります。私た
ちにかかっているのです。
時に私にこういうことをおっしゃる方が

います。「より倫理的に作られている製品を
買いたいと思いますが、そのほうが高くつ
くので買えません」と。私はこう言います。
「あなたが買っているもののなかに、本当に
必要ではないけれども買っているようなも
の、それを考えてみてください。そしてそ
れよりもより倫理的に作られているものを
買うようになさってはいかがでしょうか。
そしてお子さんがいらっしゃる方、お孫さ
ん、姪、甥、兄弟、姉妹がいらっしゃる方、
この世界によりよい未来を残していくため
に、もう少しお金を使ってあげることはで
きないでしょうか」。今晩の私からのメッセ
ージは以上です。サイン会を行なう前に、
時間があれば質疑応答をしたいと思います。
ご静聴ありがとうございました。
伊谷　せっかくの機会ですので、もしな
にかご質問などありましたら、どうぞ遠慮
なく、お願いいたします。
フロア　世界にとっての希望は政府やビ

ジネスではなく、自分たちにかかっている
ということですが、大型の経済開発や医療
開発のプロジェクトなどはどうでしょうか。
個人が希望を持つというそれだけで大きな
違いを作ることができるでしょうか。たと
えば中国はその資源を使ってアフリカのた
めの灌漑のプロジェクトをエチオピアなど
で行なっています。アフリカのためと言い
ながらそこには彼等自身の利益もあり、そ
ういう形で多くの資源を使っているのです。
グドール　もちろん、影響力を持つのは

個人だけではありません。国家や企業も貢
献するのであって、彼らにはそうしたこと
ができないと言っているわけではありませ
ん。私も少し中国の話をしましょう。実は
私は今中国から来たばかりなのですが、今
中国ではルーツ＆シューツが活発に活動を
行なっています。私も中国に行くようにな
って 年が経ちますので、だんだんその状
況について理解できるようになってきまし
た。中国は確かに自由なデモクラシーの国
家ではありません。中国がより豊かになっ
てきたのはみずからの天然資源を搾取し、
自らの環境にダメージを与えるという代償
を払ってのことです。中国は以前の他の国々
と同じように、天然資源の宝庫としてアフ
リカを見るようになってきています。特に
木材と鉱物ですね。私はヨーロッパの人間
として罪悪感を覚えますし後ろめたさも感
じます。長年にわたってアフリカを植民地
化し、搾取してきたわけですから。もちろ
ん残してきたものもありましたが、それ以
上により多くのものを奪ってきました。私
は中国が同じことをするのではないかと、
たいへん危惧しております。
しかしそのような中国においても、個人

が大きな影響をもたらすという例はたくさ
んあります。時間がないので話すことはで
きませんけれども、個人が政府や大企業に
対して立ち上がり、なかには命の危険を冒
してまで違いを生み出した、そういう結果
が生み出されています。なかには自分が信
じることのために命を捧げるという殉教者
的な行為もあります。たとえば天安門広場
で戦車に向かっていった若者、そして亡く
なった若者たちです。私は彼らの死によっ
て事情が変わるということを希望していま
す。彼らの死によって中国政府も前よりは
少しは開放的になったのではないかという
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ことを、私は期待しています。この質問を
いただき、どうもありがとうございました。
大変重要な質問です。このテーマについて
話すと何時間もかかってしまうのですけれ
ども、残念ながら時間がありません。
フロア　先ほどのチンパンジーのエピソ
ードで、養子になった 歳のチンパンジー
はどうなったのですか。
グドール　大変残念なことに彼は怪我で
亡くなりました。それは世話をしていた 

歳のオスとは関係のないことで、おそらく
は復讐されたのではないかと思われます。
たくさん傷跡がありましたので。
長期間にわたる研究というのは、こうい
ったストーリーの宝庫です。それが本当に
豊かな示唆を与えてくれます。このゴンベ
の調査だけではなく、マハリ・マウンテン
とかギニアとかバトゥとか、その他のすべ
ての地域の調査に共通して言えることです。

最後に一言申し上げたいと思います。私
たちが一人でできることには限りがありま
す。私たちはチームになって、いっしょに
やっていかなければいろんなことはできま
せん。たとえば伊谷先生のお父様は、私の
ゴンベの調査にリサーチャーとしてはじめ
て迎えた研究者でした。また、京都大学霊
長類研究所の松沢先生も、JGIが日本で結成
されてから、それが大きく育っていくため
に大きな支援を与えてくださいました。そ
れに加えて彼の研究室のアイちゃんとアユ
ム君についての大変素晴らしい調査研究と
いうものもあります。また、今日は多くの
人々がボランティアとして働いて下さって
いました。通訳の方にも感謝いたします（拍
手）。

この翻訳は、大空夢湧子氏が通訳したものを
長谷千代子氏が書き起こし、それを南山宗教
文化研究所のスタッフが校正して作成された。


